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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年8月11日(2011.8.11)

【公開番号】特開2010-12035(P2010-12035A)
【公開日】平成22年1月21日(2010.1.21)
【年通号数】公開・登録公報2010-003
【出願番号】特願2008-174762(P2008-174762)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   1/06    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｂ   1/06    　　　Ａ
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３００Ｙ
   Ａ６１Ｂ   1/04    ３７２　
   Ｇ０２Ｂ  23/24    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月27日(2011.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直列接続された複数のＬＥＤを備え、挿入部の先端部から被写体側を照明するためのＬ
ＥＤ照明部と、前記挿入部の先端部に前記ＬＥＤ照明部により照明された被写体からの反
射光を受光して撮像する撮像素子と、
　前記ＬＥＤ照明部を構成する直列接続されたＬＥＤの個数に応じた駆動電圧を前記ＬＥ
Ｄ照明部に印加して、前記ＬＥＤを発光させる可変電圧源と、前記ＬＥＤ照明部を構成す
るＬＥＤを発光駆動する駆動電流を一定の電流値となるように制御する定電流駆動回路部
と、を備えたＬＥＤ駆動回路と、
　を備え、
　前記駆動電圧は、前記ＬＥＤ照明部の発光駆動に必要な最小値に近い値に設定されてい
ることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記可変電圧源は、該可変電圧源の出力電圧を検知する検知抵抗を含み、この検知抵抗
により検知した電圧をフィードバック制御することで、前記検知抵抗の値に応じた所定の
電圧を出力するものであることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記検知抵抗は、ＣＰＵからの指示信号により、前記検知抵抗の抵抗値を変更可能なよ
うに構成されることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記検知抵抗は、電子ボリューム、又は、複数の抵抗とスイッチ素子が使用されること
を特徴とする請求項３に記載の内視鏡装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
本発明の内視鏡装置は、直列接続された複数のＬＥＤを備え、挿入部の先端部から被写体
側を照明するためのＬＥＤ照明部と、前記挿入部の先端部に前記ＬＥＤ照明部により照明
された被写体からの反射光を受光して撮像する撮像素子と、前記ＬＥＤ照明部を構成する
直列接続されたＬＥＤの個数に応じた駆動電圧を前記ＬＥＤ照明部に印加して、前記ＬＥ
Ｄを発光させる可変電圧源と、前記ＬＥＤ照明部を構成するＬＥＤを発光駆動する駆動電
流を一定の電流値となるように制御する定電流駆動回路部と、を備えたＬＥＤ駆動回路と
、を備え、前記駆動電圧は、前記ＬＥＤ照明部の発光駆動に必要な最小値に近い値に設定
されていることを特徴とする。
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